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大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
人
文
系
中
国
研
究
の
将
来

継
承
と
発
展
」

中
間
の
経
済
規
模
が
拡
大
し
、
国
際
政
治
に
お
け
る
重
要
性
も
増

大
す
る
に
つ
れ
、
中
間
研
究
と
い
う
と
経
消
、
経
営
や
国
際
関
係
、

安
全
保
障
の
分
野
が
そ
れ
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
世
、
近

代
を
通
じ
て
、
主
流
を
占
め
て
き
た
文
学
、
思
想
な
ど
の
研
究
は
、
も

は
や
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
学
院
へ
の
進
学
者
の
減
少
に
日
本
の
ど
の
大
学
も
悩
ん
で
い
る
こ

と
が
そ
の
誌
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
大
上
段
に
構
え
た
言
い
方
を
す
れ
ば
、

中
間
文
化
学
会
員
を
含
め
現
代
日
本
の
人
文
系
中
間
研
究
者
は
、
長

い
康
史
を
誇
る
研
究
の
蓄
積
、
お
よ
び
そ
の
方
法
論
を
、
よ
り
発
展

さ
せ
た
形
で
次
世
代
へ
と
受
け
援
す
責
務
が
あ
る
だ
ろ
う
。

研
究
課
題
も
段
代
も
そ
れ
ぞ
れ
異
に
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
で
組
織
し

た
今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
う
し
た
舟
党
を
共
有
す
る
手
始

め
で
あ
る
。
基
調
講
演
を
除
き
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
演
題
を
特
に
設
定

し
な
い
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
回
目
に
基
づ
き
、
名
分
野
の
学
問
的

変
遷
や
行
く
末
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
偶
人
的
視
点
か
ら
自
由
に
諮

っ
て
民
く
こ
と
に
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
が
継
承
し
た
研
究
技
法
や
研

視
点
、
枠
組
み
、
そ
し
て
技
法
の

究
枠
組
み
、
あ
る
い
は
各
分
野
が
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
、
切
り
開

い
た
新
局
面
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が
討
議
さ
れ
よ
う
。

基
調
講
演

「
越
境
し
て
活
性
化
す
る
中
国
語
学
」

佐
藤
進
(
二
松
学
舎
大
学
)

高
橋
未
来
(
筑
披
大
学
)

松
村
茂
樹
(
大
妻
女
子
大
学
)

パ
ネ
リ
ス
ト

松
本す

茂
樹
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越
境
し
て
活
性
化
す
る
中
国
語
学

佐
藤

進

た
と
え
ば
『
日
本
中
関
事
脅
報
h

ネ
イ
テ
ィ
ブ
執
筆
者
の
比
率
を
晃
て
み
る
と
、
①
哲
学
で

mmw、
②

文
学
で
初
%
、
③
一
語
学
で
は
持
問
初
で
あ
る
(
暫
学
論
文
一
加
点
、
文
学

論
文
加
点
、
語
学
論
文
制
点
て
ま
た
、
第
六
十
集
「
学
会
展
望
」

の
記
述
範
殴
を
見
る
と
、
①
哲
学
②
文
学
で
は
ほ
と
ん
ど
器
内
業
績

に
限
る
が
、
③
語
学
で
は
海
外
の
単
行
本
に
も
言
及
し
て
い
る
(
か

つ
て
は
、
①
哲
学
②
文
学
で
は
国
内
回
外
を
区
分
し
て
紹
介
し
て
い

た
が
、
③
語
学
で
は
そ
の
医
別
を
し
な
い
)
。
す
な
わ
ち
、
語
学
の

ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
「
国
内
国
外
を
区
分
し
な
い
」
発
想
が
自
然

な
も
の
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
同
じ
く
第
六
十
集
所
載
著
作
物
の
伊
藤
智
ゆ
き
明
朝
鮮
漢

字
音
研
究
』
、
遠
藤
光
焼
等
編
司
韓
磁
的
中
菌
語
一
一
一
一
口
資
料
研
究
h

q

東

ユ
i
ラ
シ
ア
一
一
一
一
口
諮
問
研
究
』
、
内
田
鹿
市
等
一
繍
『
印
世
紀
中
国
語
の
諸

相
l
隠
縁
資
料
(
欧
米
・
日
本
・
琉
球
・
朝
鮮
)
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
』
な
ど
は
、
か
つ
て
有
坂
秀
世
(
日
本
一
地
問
)
・
河
野
六
郎
(
朝
鮮

訪
問
)
'
…
ニ
根
谷
徹
(
越
南
語
)
な
ど
の
先
学
、
が
も
の
し
た
業
績
の
よ

う
に
、
研
究
対
象
の
一
一
一
一
口
語
を
越
境
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彰
飛

編
『
日
中
対
照
一
一
一
一
口
語
学
研
究
論
文
集
』
、
藤
田
昌
志
『
日
中
対
顛
表

現
論
』
な
ど
は
、
中
川
正
之
・
西
光
義
弘
・
益
岡
隆
志
一
編
『
シ
リ

i

ま
ず
、

や
伊
地
智
養
継
・
大
河

?
の
で
あ
り
、
日
本
語
と

い
し
は
対
照
研
究
が
一
言
語
研
究
の
方
法
と
し
て
不

で
あ
る
。

研
究
者
の
越
境
も
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
晃
て
み
る
。
爾
期
間
的
な
刊

行
で
あ
る
と
こ
ろ
の
欝
志
転
編
《
漢
詩
方
一
一
一
一
同
地
図
集
》
に
つ
い
て
は

岩
田
礼
・
秋
谷
裕
幸
ら
の
質
献
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
科
研
の
「
漢

詩
諸
方
一
一
一
一
口
の
総
合
的
研
究
平
£
の
の
け

O
D
E
m
5
虫
色
2
g」
か
ら
『
漢

詩
方
一
一
一
一
悶
解
釈
地
図
築
』
に
至
る
凶
年
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
で
き
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
科
研
代
表
者
は
岩
田
札
↓
平
田
昌
需
i
y
遠
藤
光
暁

↓
太
田
斎
↓
岩
田
礼
と
続
い
た
も
の
で
、
各
々
の
出
身
校
、
が
全
く
異

な
る
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
か
つ
て
司
中
留
学
会
五
十
年

史
』
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
方
に
、
自
本
に
お
け
る
中
麗
人

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ

i
ク
に
よ
っ
て
出
来
た
研
究
雑
誌
の
~
存
在

も
貴
重
で
あ
る
完
現
代
中
国
語
研
究
乞
。
ま
た
、
中
留
に
向
け
て

日
本
の
業
績
を
紹
介
す
る
動
き
も
か
つ
て
よ
り
は
盛
ん
で
あ
る

宗
日
本
現
代
漢
語
語
法
研
究
論
文
選
》
)

以
上
、
菌
内
題
外
の
研
究
業
績
の
越
境
、
研
究
対
象
の
越
境
、
研

究
者
の
越
境
な
ど
に
支
え
ら
れ
て
、
中
国
語
学
研
究
が
活
性
化
し
て

い
る
さ
ま
を
紹
介
し
た
令
(
ニ
松
警
舎
大
学
文
学
研
究
科
)
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私
の
提
言

高
橋
未
来

人
文
系
中
庖
研
究
の
継
京
と
発
展
に
は
、
①
大
学
生
か
ら
一
般
人

を
対
象
に
中
留
学
へ
の
興
味
を
喚
起
し
て
研
究
者
を
養
成
し
、
②
研

究
者
向
土
が
結
束
し
て
学
会
の
活
性
化
を
民
る
と
い
う
、
一
一
点
を
如

何
に
行
う
か
が
鍵
と
な
る
。

①
の
大
学
の
学
部
生
に
対
し
て
は
、
教
員
養
成
系
ク
ラ
ス
で
は
漢

文
講
義
が
部
戦
力
を
熔
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
た

い
。
訓
読
は
今
で
は
蝋
染
み
が
薄
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
学
生
の
反

応
は
恕
く
な
く
、
パ
ズ
ル
感
覚
で
楽
し
む
人
も
多
い
。
ま
た
非
教
員

養
成
系
ク
ラ
ス
に
お
い
て
も
、
中
国
語
は
現
代
日
本
語
の
土
台
と
な

っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
中
間
文
化
も
「
基
礎
教
護
」
に
相
当
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
強
制
し
て
は
ど
う
か
。

講
義
に
お
い
て
は
、
学
生
に
中
国
学
と
彼
等
自
身
と
の
繋
が
り
を

実
感
し
て
貰
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
例
え
ば
江
戸
'
明
治
期
の
日

本
人
に
よ
る
漢
文
小
説
を
使
用
し
、
講
義
の
中
で
著
者
の
撃
を
訪
れ

る
等
の
機
会
を
設
け
れ
ば
、
学
生
に
と
っ
て
漢
文
・
中
国
文
学
が

「
外
国
の
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
い
で
は
な
く
、
「
場
所
や
言
葉
が
全

て
今
の
自
分
速
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
」
と
理
解
す
る
だ
ろ
う
。
大

学
の
意
義
は
、
学
問
の
奥
深
さ
を
味
わ
え
る
こ
と
で
あ
り
、
我
々
は

中
留
学
の
講
義
を
通
し
て
、
学
生
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
満
た

す
こ
と
が
で
き
る
。
無
議
中
留
学
に
隈
ら
な
い
が
、
人
文
系
研
究
者

は
こ
の
点
を
も
っ
と
主
張
し
て
欲
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
研
究
の
道
を
歩
み
始
め
た
大
学
続
生
に
と
っ
て
、
大

学
教
員
へ
の
就
職
が
密
難
だ
と
、
生
活
の
不
安
は
切
実
で
あ
る
。
知

識
を
体
系
化
す
る
の
に
法
待
問
が
掛
か
り
、
腰
を
据
え
て
研
究
を
す

る
に
は
先
々
の
不
安
が
な
い
方
が
い
い
。
そ
の
解
消
法
に
は
川
業
績

を
増
や
す
こ
と
以
外
に
も
、
高
校
の
教
員
免
許
取
得
や
、
倒
え
ば
パ

ソ
コ
ン
関
係
の
中
間
語
な
ど
ニ

i
ズ
が
あ
る
分
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
生
活
の
手
設
を
用
意
す
る
こ
と
は
、
ω

精
神

密
生
上
欠
か
せ
な
い
と
実
感
し
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
研
究
者
が
協
力
体
制
を
整
え
て
内
側
か
ら
活
性

化

を

図

る

こ

と

例

え

ば

学

会

の

回

数

を

増

や

任
せ
る
、
メ
ー
リ
ン
グ

る
。
日
本
に
サ
パ
テ
ィ

の
機
会
を

そト

の
は
ど
う



か
。
分
野
の
援
を
な
る
べ
く
抵
く
し
て
、
日
頃
か
ら
互
い
の
研
究
成

果
や
技
法
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
人
文
系
中
国
研
究
の
継
承
と
発
展

に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

私
の
文
化
論

松
村
茂
樹

学
生
時
代
、
あ
る
日
本
文
学
の
授
業
に
出
て
い
た
。
あ
る
作
家
の

あ
る
作
品
を
分
析
す
る
演
習
で
あ
っ
た
。
私
は
、
意
気
込
ん
で
、
こ

の
作
家
、
が
、
こ
う
い
う
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
う
っ
た
作
品
を
審

い
た
、
と
い
っ
た
発
表
を
し
た
。
だ
が
、
担
当
の
先
生
は
、
や
り
直

し
を
求
め
ら
れ
た
。
私
の
発
表
が
、
作
品
で
は
な
く
、
人
と
時
代
背

景
を
扱
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

だ
が
、
私
は
、
作
品
よ
り
、
人
と
時
代
背
景
に
興
味
が
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
そ
の
先
生
に
申
し
上
げ
る
と
、
そ
れ
は
文
化
論
だ
と
言

っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
私
は
、
自
分
の
専
門
を
「
中
国
文

化
論
」
と
し
て
い
る
。

文
化
の
「
文
」
と
は
、
も
と
は
「
い
れ
ず
み
」
と
い
う
意
で
、
「
い

れ
ず
み
」
が
「
マ

i
ク
」
と
な
り
、
「
マ

i
ク
」
、
が
「
装
飾
」
に
な
り
ヘ

「
装
飾
」
が
あ
れ
ば
「
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
意
と
な
っ
て
、
入
、
が

「
す
ば
ら
し
い
」
状
態
に
変
化
し
て
行
く
こ
と
を
「
文
化
」

と
の
こ
と
(
臼
川
静
説
に
よ
る
)
。

と
い
う

さ
す
れ
ば
、
文
北
論
は
、
人
が
す
ば
ら
し
く
な
っ
て
来
た
営
み
す

べ
て
を
包
括
し
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
作
品
研

究
も
そ
の
内
の
重
要
な
一
分
野
で
あ
る
は
ず
だ
。

本
学
会
は
、
中
際
文
化
学
会
で
あ
る
の
実
は
、
私
は
、
こ
の
命
名

、
が
行
わ
れ
た
時
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
は
自
分
の
専
門
も

そ
こ
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
い
。
学

問
は
広
い
授
野
で
行
っ
て
こ
そ
、
よ
り
す
ば
ら
し
い
成
果
が
生
れ
る

と
患
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
こ
に
、
「
作
品
」
を
分
析
す
る
人
も
、
「
人
い
を
探
求
す
る
人
も
、

「
社
会
」
や
「
時
代
」
を
考
察
す
る
人
も
、
ど
の
よ
う
な
人
も
み
な

集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
語
り
合
い
、
論
じ
合
っ
て
い
る
。
な

ん
と
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
私
が
こ
の
学
会
を
愛
し
、

可
能
性
を
稽
じ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
の
学
会
が
こ
の
方
向
性
を
と
る
以
上
私
は
こ
の
学
会
の
発
展

を

疑

わ

な

い

。

(

大

妻

女

子

大

学

)
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